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「絆のバトンをつなぎ No.1に向かって 仲間とともにかけぬけろ！」のスローガンのもと、10月18日に

スポーツフェスティバルを実施しました。当日は、雨模様の不安定な天候でしたが、子どもたちは、集中を

切らすことなく、最後まで全力を出し切り、仲間とともに頑張りました。子どもたちの一生懸命に取り組む

姿は、見ている私たちに感動を与えてくれました。毎日毎日練習を積み重ねて、できないことができるよう

になっていく過程や、友達と心を一つに頑張った経験は、これからの子どもたちの学校生活に生かされてい

くことと思います。早朝より、子どもたちにたくさんの温かい声援を送ってくださった地域の皆様、保護者

の皆様、本当にありがとうございました。皆様の声援は子どもたちの励みとなり、自信に繋がりました。
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５年生 第2回体力向上エキスパートティーチャー事業 4年生 福祉体験教室「点字教室」・「手話教室」
10月22日に、2回目の体 ４年生は、総合的な学習の時間に、福祉体験とし

力向上エキスパートティーチ て、盲導犬と触れ合ったり、車椅子体験や高齢者体

ャー事業を行いました。エイ 験などをしたりしてきました。今回は、「点字教室」

ジェックから4名の講師の方 （10/24）と「手話教室」（10/29）を行いました。

に来ていただき「走る」とき 点字教室には、講師として小山点友会の方が3名

のポイントを教えていただきました。ミニハードルを使 来てくださり、点字の読み方や点字板を使って文字

ったサーキットや体を俊敏に動かすゲームなどをしなが を打つ体験をしました。

ら、楽しく活動量の多い授業を行っていただきました。 打ち終わった文字を指で

最後には、チームに分かれ、講師の先生や担任もチーム たどりながら、目の不自

に加わり、リレーを行いました。大人の本気の走りに、 由な方は読み取ることが

子どもたちは驚きと喜びで盛り上がりました。 できることに「すごい！」

6年生 市民音楽祭に参加 と感じ入っていました。

11月7日に、6年生が「小 「手話教室」には、手話

山市民音楽祭」に参加してき サークル『すずらん』の

ました。1学期から練習を始 方が8名来てくださり、日

め、本番の日を迎えました。 常で使える手話を教えて

発表曲は合唱「変わらないも くださいました。また、

の」です。6年生の子どもたちの歌声は、伸びやかで、 耳が不自由な方から、生活している中で困ること等

心が一つになっていることを感じる、心に染みる合 について教えていただきました。子どもたちからは、

唱でした。6年生の保護者の皆様、子どもたちの歌声 「困っている人がいたら声をかけたい」という発言

を聴きに来てくださりありがとうございました。（写 もあり、自分に何ができるのかを考えるよい機会と

真は昼休みに修道館で発表している時の様子です。） なりました。

小中合同あいさつ運動 （11月11日～11月15日）

小中あいさつ運動週間を行いました。あいさつは、人と人とをつなぐ大切な

ものです。11日（月曜日）には、中学生と「ジャガまちゅうくん」も一緒に校

門に立ってあいさつをしました。「いつでも自分から」あいさつができるよう

に、学校でも意識して取り組んでいるところです。キッズサポーターズの皆様、

早朝よりご協力ありがとうございました。

今年度もPTAの皆様が、スポーツフェスティバルの日にサプライズをして

くださいました。スポーツフェスティバル終了後の給食の時間に、仮装をし

て各教室にアイスを差し入れてくださいました。練習からずっと頑張ってき

た子どもたちは、思いがけないプレゼントに大喜びでした。PTAの皆様、い

つも子どもたちのことを考えて活動してくださり、ありがとうございます。

昨年度から小山市に要望していました防犯カメラが設置されました。1号館の児童昇降口に2台、職員

玄関、来賓玄関から2号館児童昇降口付近にかけての様子が映るカメラが各1台、合計4台が設置されまし

た。それぞれの映像は、常時職員室で確認することができます。何事もないのが一番ですが、「もしも」

に備えておくことは大切ですので、今後も安全な学校生活のためにできることを行っていきます。

※日々の学校の様子は、間々田小学校ホームページの「令和6年度 学校生活の様子」に掲載しています。

お時間のあるときに、ご覧になってみてください。




